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  はじめに

2015（平成27）年2 ～ 3月に実施した「日本
人とテレビ・2015」調査の結果を報告する。こ
の調査は，テレビに関する人々の行動や意識に
ついて定期的に測定し，その変化を探ることを
目的として，1985（昭和60）年から5年ごとに
行っている全国世論調査である。これまで，テ
レビ視聴の行動面だけでなく，意識の面からも
長期的な変化をとらえてきた。

第1回「日本人とテレビ」調査は，1970年代
後半からのテレビ視聴時間の漸減傾向を解明
するため，背景にある人々の意識をとらえること
も調査のねらいの1つであった1）。その後，1980
年代後半からは視聴時間は増加に転じたもの
の，ビデオやテレビゲームの登場，衛星放送や
CATV（ケーブルテレビ）による多チャンネル
化，そしてインターネットの普及や多様なサービ
スの広がりなど，テレビを取り巻くメディア環境

や問題意識は，時代とともに変化してきた。
これまでも時代の変化に合わせて質問項目

を見直してきたが，前回2010年調査では，質
問項目を全体的に見直して新しい調査票を設
計し，調査方法も個人面接法から，比較的高
い有効率が見込める配付回収法に切り替えた。
ただ，時系列比較のため，2010年はそれまで
の調査票での個人面接法調査も並行して実施
し，両調査結果を分析した 2）。

デジタル録画機やスマートフォンの普及，テ
レビ番組の見逃し配信サービスの開始など，テ
レビを取り巻くメディア環境は，この5年間に
も変化を続けている。こうした変化に合わせ，
2015年調査では，動画視聴や情報観などにつ
いての質問を追加した。今回は配付回収法に
切り替えて2回目の調査となり，この5年間で
起きた変化を中心に分析する。また，関連する
質問においては，直接の比較はできないもの
の，1985年から2010年までの個人面接法調
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査でみられた変化の方向性についても分
析に加えた。

〈調査の概要〉

「日本人とテレビ・2015」調査は，2015
年2月27日（金）～ 3月8日（日），全国の
16歳以上の男女3,600人を対象に，配付
回収法で実施し，2,442人から回答を得
た（有効率67.8％）。調査内容は，①テレ
ビに関する行動と意識，②テレビを含む
各メディアに関する行動と意識，の2つを
大きな柱とし，これらを説明する項目とし
て，基本属性，生活に対する意識，情報
に対する考え方なども尋ねている。質問
文と単純集計結果，サンプル構成は，38
～ 47ページに掲載した。

  1．テレビ視聴の変化

（1）テレビの見方
テレビ視聴は長時間化から短時間化へ

休日を除くふだんの日に，1日にテレビ
を何時間ぐらい視聴しているかを尋ねたと
ころ（ビデオやDVDなどの再生は除く）3），「2
時間」「3時間」の人がともに約2割と多い（図

1）。テレビ視聴時間が30分ぐらいから2時間
を「短時間」視聴，3時間を「普通」視聴，4時
間以上を「長時間」視聴としてまとめてみたと
ころ，「短時間」視聴，「長時間」視聴ともに4
割弱を占める。この5年で，「ほとんど，まった
く見ない」（4％→6％），「短時間」視聴（35％
→38％）が増加し,「普通」視聴（21％→19％）,

「長時間」視聴（40％→37％）が減少した。
年層別にみると「ほとんど，まったく見ない」

は20 ～ 50代で増加し，4時間以上の「長時

間」視 聴は20代（31％→21％），40代（31％
→22％），50代（40％→32％）で減少した。40
代以下では， 30分ぐらいから2時間以下の「短
時間」視聴が半数前後を占める。一方，60代
以上はこの5年で変化がなく，依然「長時間」
視聴が多数派となっている。

個人面接法調査で行った1985年以降の視聴
時間の推移をみると，1995年から2010年まで
は，2時間以下の視聴が減る一方で4時間以上
の視聴が増え，全体としてテレビ視聴が長時間
化していた（図2）。これは，70歳以上で「長時
間」視聴する人が増加（1985年：49％→2010

図 1　ふだん1日にテレビを見る時間（全体・年層別）
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年：61％）したことと，60代以上がサ
ンプル全体に占める割合が大きく増
加したこと（1985年：18％→2010年：
40％）を考え合わせると，高齢者の
視聴時間の増加と，社会全体の高齢
化の双方によるものといえる。今回
は，高年層の「長時間」視聴は維持
されているものの，20 ～ 50代の幅
広い層で「ほとんど，まったく見ない」
も合わせて，視聴が大幅に短時間化
したため，全体の視聴時間も短時間
化に転じた。

「思わず夢中になってテレビを見ている」

は男 30・40 代で減少

本調査では，見る時刻や番組，
テレビへの興味の持ち方など多様な
側面からテレビの見方を尋ねている。
「テレビを見る時刻は（ほとんど＋

だいたい）決まっている」（79％），「好
きな番組だけを選んで見る（「どちら
かといえば」も含む）」（78％）がいず
れも8割近くで，選択的なテレビの見

方をする人が多数派である（図3）。男女年層別
にみると，「テレビを見る時刻は（ほとんど＋だい
たい）決まっている」と回答した人は，全体に比
べ男女60代以上で高く，男女16 ～ 29歳，男
30代で低い。この5年でみると，男30代で減
少した（73％→60％）。また，「好きな番組だけ
を選んで見る（「どちらかといえば」も含む）」は，
全体に比べ男40代以下で低い。30代以下の男
性は，見る時刻や番組があまり決まっていない
人が比較的多いといえる。

今回新たに「テレビを見ることに集中するほう

図 2　【個人面接法】ふだん1日にテレビを見る時間

図 3　テレビの見方
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か」「テレビを見ながら，ほかのこともするほうか」
という「ながら視聴」行動について質問したと
ころ，「テレビを見ながら，ほかのこともするほ
う（「どちらかといえば」も含む）」は53％であっ
た。男女年層別にみると，全体と比べて男女
16 ～ 29歳と女30代が6割以上と高く，若年層
で「テレビを見ながら，ほかのこともするほう」
と答えた人が多い。一方，「テレビを見ることに
集中するほう（「どちらかといえば」も含む）」は
46％で，全体と比べて男50代以上が半数以上
と高く，男性の高年層は「集中するほう」が「ほ
かのこともするほう」を上回っている。

テレビを見る際，次のようなことがあるか，図

4に示す8項目について尋ねたところ，「よくあ

る」と「ときどきある」を合わせた割合が最も多
いのは「テレビで見たことや番組のことを話題
にする」（67％）であった。男女年層別にみると
女60代以下で7割以上と多く，テレビをコミュ
ニケーションの一環としていることがうかがえ
る。「思わず夢中になってテレビを見ている」が

「（よく＋ときどき）ある」人は約6割だが，この
5年で減少しており（63％→59％），男女年層
別にみると，男30代（65％→48％），男40代

（68％→59％）で減少している。男30代はこの
ほか「テレビで見たことや番組のことを話題にす
る」（63％→51％）や「時間のやりくりをしてテレ
ビを見る」（37％→25％）が減少しており，テレ
ビへの興味を失ってきていることがうかがえる。

よく見る番組は「ドキュメンタリー・教養」，

「生活・実用・趣味」，「クイズ・ゲーム」で減少

ふだんよく見る番組を12項目の中からいくつ
でも選んでもらったところ，「ニュース・ニュース
ショー・報道番組」（76％），「天気予報」（53％），

「ドラマ」（50％）の順に多かった（図5）。この
順番は2010年と変わらない。

よく見る番組の回答には，調査時の番組編
成が反映される面があることも考慮する必要が
あるが，2010年から2015年にかけての変化に
着目してみると，この5年で減少しているのは

「ドキュメンタリー・教養」（29％→26％），「生
活・実用・趣味」（19％→17％），「クイズ・ゲー
ム」（22％→16％）である。これに対し，増加
した番組種目はなかった。男女年層別にみる
と2010年と比べ「ドキュメンタリー・教養」は
男16 ～ 29歳，女40 ～ 60代で，「生活・実用・
趣味」は女16～29歳，女40代で，「クイズ・ゲー
ム」は女60代以下でそれぞれ減少し，女性の
幅広い層で減少したことが全体の減少につな

図 4　テレビの視聴態様
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がっている。また，「バラエティー・お笑い番組」
は，男女16 ～ 29歳で減少し，年層別にみると
20代で減少している（71％→56％）。若年層を
中心に，テレビの娯楽番組への接触の減少が
うかがえる。

（2）テレビに対する意識
「教養」番組への期待が増加

ここからは，テレビに対する意識についてみ
てみる。
「くつろいで楽しめる番組」（娯楽），「世の中

の出来事や動きを伝える番組」（報道），「知識
や教養が身につく番組」（教養）の3つの中から
いちばん多く放送してほしいものを1つ選んで
もらった。全体では「報道」（42％）と「娯楽」

（39％）が多く，続いて「教養」（17％）であっ
た（表1）。「教養」は2010年と比べて増加した

（15％→17％）。男女年層別にみると，テレビ
放送に「報道」を期待する人は，全体と比べて
男60代以上，女70歳以上で高く，反対に「娯
楽」は男女16 ～ 29歳，男30代で高い。「教養」
は年層による差があまりみられず，幅広い年層
において一定の期待がある。2010年と比べると

「報道」は男30代，男50代で減少し，「娯楽」
は，女30代で減少した。「教養」は男40代，
男60代で増加した。

テレビに対する肯定的な意識が低下

テレビに対する意識について図6の8項目を
尋ねたところ，「あてはまる」「まああてはまる」
の割合が最も高いのは「テレビを見るのが大
好きだ」（65％）で，次いで「見たかった番組を

見逃すと，とても残念に思う」
（60％）という人が多かった。だ
が，この5年で「見たかった番
組を見逃すと，とても残念に思
う」以外のテレビに肯定的な意
識のすべてで減少した。男女
年層別にみると，「テレビを見
るのが大好きだ」は男16 ～ 29
歳（73％→60％）で,「見たかっ

表 1　いちばん多く放送してほしい番組（男女年層別）
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男 女
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16 ～
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以上

娯楽 42 56 44 43 34 26 28 61 56 43 44 32 36 
39 58 50 37 42 25 21 60 39 43 42 36 35 

報道 42 26 41 42 51 60 60 23 30 41 34 48 53 
42 25 28 40 40 54 69 24 39 36 35 45 50 

教養 15 16 14 14 15 12 9 16 14 15 22 18 10 
17 15 20 22 17 20 9 15 21 18 20 19 15 

上段：2010 年，下段：2015 年
■は全体に比べ統計的に高いことを示す（以下同様）
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図 5　よく見る番組種目（複数回答）
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た番組を見逃すと，とても残念に思う」は男16
～ 29歳（66％→56％），男40代（69％→56％）
で，「話題になっている番組は見たいと思う」は
男40代（47％→38％）で，「どこにいても，好き
なときにテレビを見たい」は男16 ～ 29歳（38％
→25％），男40代（37％→26％），女70歳以上

（34％→24％）でそれぞれ減少した。男16 ～
29歳や男40代で，テレビに対する肯定的な意
識が減少した項目が多い。

一方，「好きな番組でも，毎回決まった時間
に見るのは面倒だ」という人は5年前から増加

（34％→37％）しており，年層別には30 ～ 50
代で増加した。中年層で放送時間に縛られる

ことを嫌い，時間管理を重視する傾向が強まっ
ている。

テレビの効用では〈同時性〉が減少

テレビがあることで，生活にどのような効用
（役立ち方，有用性）がもたらされていると思う
かを尋ねた（図7）。「今起きている大きな事件

図 6　テレビに対する意識
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図 7　テレビの効用
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ここまでの結果から，テレビを見ている時間
だけでなく，テレビに対する意識や評価におい
ても，若年層だけでなく中年層も含めて，こ
の5年で変化がみられた点が特徴といえる。

（3）NHKと民放
民放を「必要」という人が減少

ここからはNHKと民放の評価をみていく。
NHKと民放の必要性について，NHKを「必

要だと思う（「どちらかといえば」も含む）」人は
75％，同様に民放を「必要」という人は91％
だった（図9）。2010年と比べると，NHKを「必
要」という人の割合に変化はなかったが，民放
については「必要だと思う」人が減少し（51％
→47％），「どちらかといえば」も含めて民放を

「必要」という人が減少した（93％→91％）。年
層別にみると，30代で民放を「必要」という人
が減少した（93％→87％）。

1985年から2010年までの個人面接法調査で
は，民放を「（ぜひ＋まあ）必要」という人の割
合に大きな変化がなかった。人々の民放への

やイベントが見られる〈同時性〉」（88％），「さ
まざまな意見や考え方を知ることができる〈意
見を知る〉」（80％），「毎日の生活に欠かせない
情報が得られる〈生活情報〉」（76％），「人とつ
きあうときの話のタネが得られる〈話のタネ〉」

（70％），「同じ番組を見て家族との会話がはず
んだり，場がなごむ〈一家団らん〉」（70％）に「そ
う思う（「どちらかといえば」も含む）」人がいず
れも7割以上で，テレビは情報源としてやコミュ
ニケーション面での評価が高い。特に，〈話の
タネ〉〈一家団らん〉などのコミュニケーション面
での効用は，全体と比べて女50代以下で高い。

しかし，この5年でみると〈同時性〉が減少
（90％→88％）した。男女年層別にみると，男
30代（87％→79％），女40代（96％→88％）で
減少している。

また，年層別でみると，20代は〈生活情報〉
（78％→63％），〈話のタネ〉（78％→69％），〈習
慣やリズム〉（57％→45％）で減少し，他の年
層と比べてテレビの効用の減少が目立った。

5 年前と比べてテレビは「必要」が減少

現在のテレビに，全体としてどの程度満足し
ているかを尋ねたところ「とても」と「まあ」を
合わせた「満足」は73％で，この5年で変化は
みられなかった（74％→73％）。一方，テレビに
対する全体的な評価として，テレビがどの程度
必要なものかを尋ねたところ，「必要なもの（「ど
ちらかといえば」も含む）」と回答した人は大多
数だが，この5年で減少し（93％→90％），「必
要ないもの（「どちらかといえば」も含む）」が増
加した（7％→10％）（図8）。男女年層別にみる
と，どの層も「必要」が「必要ない」を大きく上
回っているが, 「必要ない」が2010年と比べて
男40代，女50・60代で増加した。

図 8　テレビの必要性〈「どちらかといえば」も含む〉
（男女年層別）
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全体的な評価は相変わらず高いものの，やや
変化の兆しが感じられる。

民放の娯楽番組の評価にも変化

図10は最近のNHKと民放について，あて
はまるものをいくつでも選んでもらった結果で
ある。NHKに対する評価が高いのは「事件
や災害が起きたときの対応が速い」（53％）であ
る。これに対し，民放では「娯楽番組に，お
もしろいものがある」（56％）が最も多い。2010
年と比べると，NHKでは「報道番組が中立・
公正である」が減少（24％→20％），「娯楽番組
に，おもしろいものがある」が増加した（11％
→14％）。一方，民放では「娯楽番組に，お
もしろいものがある」が減少し（60％→56％），

「報道番組が中立・公正である」がやや増加した
（4％→5％）。民放の「娯楽番組に，おもしろい
ものがある」を年層別にみると，2010年と比べ
て20代で減少した（67％→58％）。

個人面接法調査では，民放の「娯楽番組に，
おもしろいものがある」が1995年から2010年
にかけて減少しており，この5年においても同

じく減少傾向が続いている。
ここまでの結果をまとめると，この5年で，

テレビのリアルタイム（放送と同時）の視聴時間
は幅広い層で減少し，初めて全体で“短時間
化”に転じた。こうした動きは，テレビを「必
要」と感じる人が中年層でも減少するなど，テ
レビに対する肯定的な意識の減少につながって
いると考えられる。さらに，テレビの効用で〈同
時性〉が減少し，民放に対する評価に変化が
みられるなど，これまで多くの人が当然のよう
に認識していた“テレビの強み”にややかげりが
みえ始めたことがうかがえた。

図 9　NHKと民放の必要性 図 10　NHKと民放の評価（複数回答）
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も＋親）で増加（23％→30％）し，「テレビはな
い」は，1人暮らしの人で10％にのぼっている。

なお，1985年から2000年にかけての「3台」
と「4台以上」の増加は，「テレビをひとりだけ
で見たい」という個人視聴志向の増加（1985年
32％→2000年37％→2005年39％）と関わり
があると考えられる。一方，「1台」の増加には，
2011年の地上デジタル放送移行によるテレビの
買い替えや後述する「自分専用テレビ」の減少
などが影響しているだろう。

メディア機器・サービスの明暗

自分自身で利用しているメディア機器やサー
ビスを選択肢の中から複数回答で選んでもらっ
た（図12）。2010年と比べると，デジタル録画
再生機」の利用は増加（49％→56％）したが，

「自分専用のテレビ」（31％→26％），「テレビゲー
ム機」（24％→17％），「ワンセグが見られる機
器」（21％→14％）など，減少したものも多い。

  2．メディアの中のテレビ

メディア機器やサービスは，技術の進歩や
人々のニーズに合わせて変容していく。

ここでは，2015年のメディア環境において，
テレビはどのような位置づけにあるのか，人々
のメディア利用行動と意識に変化が生じている
のかを探る。

（1）メディア環境
テレビ所有台数は「1台」が増加

家庭で所有しているテレビの台数は（図11），
「1台」（30％）と「2台」（32％）がそれぞれ3割
程度である。これまでの推移をみると，1985
年から2000年にかけて「1台」と「2台」が減少
し，「3台」と「4台以上」が増加した。2005年
から2010年では「1台」が増加し，「4台以上」
は減少に転じている。2010年から2015年にか
けても，「1台」が増加（25％→30％），「4台以
上」が減少（19％→14％）し，さらに「テレビは
ない」も増加（1％→3％）している。「1台」の増
加は，家族構成別でみると，2世代家族（子ど

図 11　テレビ台数

図 12　利用機器・サービス（複数回答）
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「衛星放送」，「CATV（ケーブルテレビ）」，「CS
放送」の利用率は，この5年で変わらない。ま
た，2015年に追加した項目では，「パソコン」
は54％，「スマートフォン」は46％，「タブレット
端末」は17％である（表2）。

男女年層別にみると，「デジタル録画再生機」
は，男女50代以下では6割以上の人が利用し，
この5年では男50代以上と女30 ～ 60代の中
高年層で増加した。「自分専用のテレビ」は男
16 ～ 29歳と男60代以上，女70歳以上で3割
を超え全体と比べて高いが，男女30・40代は1
割台にとどまっている。「スマートフォン」は男女
30代以下では8割前後と，大多数の人が利用
している一方，「携帯電話・PHS（スマートフォン
以外）」は，男50代以上と女50・60代で5 ～ 6
割程度と，メインユーザー層が異なっている。
「携帯型ゲーム機」と「携帯型デジタル音楽

プレーヤー」は，この5年で減少し，中でも利
用の多い若年層で減少した。若年層で利用が
8割程度まで広がるスマートフォンは，ゲームや
音楽が利用できることからも，スマートフォンが
ゲーム機や音楽プレーヤーの代替機器として利
用されているとも考えられる。

（2）メディア別接触頻度
テレビ，新聞，インターネットなど10のメディ

アの接触状況を把握するため，「毎日のように」
「週に3 ～ 4日ぐらい」「週に1 ～ 2日ぐらい」「月
に1 ～ 2日ぐらい」「ほとんど・まったく見聞きし
ない・読まない」という共通の選択肢で接触頻
度を尋ねた（図13）。

テレビ・新聞は「毎日」接触が減少

テレビ（録画したものを見る場合は除く）は，
「毎日」「週3 ～ 4日」「週1 ～ 2日」を合わせた
「週1日以上」接触の割合が89％と，メディア
の中で最も多く，「毎日」が79％と大多数を占
めている。ただし，この5年では「毎日」が減
少（84％→79％）し，「週1日以上」も減少（92％
→89％）した。テレビの「毎日」接触の割合を
年層別にみると（図14），この5年で20 ～ 50
代で減少し，特に20代ではテレビを毎日視聴
する人は64％で，3人に2人となっている。

個人面接法調査でも，テレビの「毎日」接触は
2005年以降，微減傾向（2000年95％→2005
年93％→2010年92％）がみられたが，この5
年の減少は，変化の動きがやや大きい。

全体
男 女

16 ～
29 歳 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
16 ～
29 歳 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上

デジタル録画再生機 49 61 68 70 53 37 20 64 64 61 53 23 14 
56 60 65 73 68 50 32 73 75 71 66 41 18 

自分専用のテレビ 31 39 35 24 33 33 37 26 17 22 27 31 44 
26 33 19 19 27 37 34 21 12 12 24 29 39 

携帯型ゲーム機　 22 58 41 24 13 5 2 45 37 32 11 5 1 
14 46 33 23 10 2 1 25 30 18 6 3 1 

携帯型デジタル音楽プレーヤー 17 44 23 20 15 6 5 45 20 17 9 4 1 
13 34 14 18 11 7 4 39 16 13 12 6 2 

【2015 年に追加した項目】 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （上段：2010 年，下段：2015 年）

パソコン 54 66 71 79 70 55 30 64 71 65 59 30 12 
スマートフォン 46 87 79 72 43 19 4 84 84 64 42 15 4 
携帯電話・PHS（スマートフォン以外） 39 8 21 34 49 55 50 12 21 36 50 59 40 
タブレット端末（iPad など） 17 29 21 28 21 13 5 16 33 22 19 10 2 

表 2　利用機器・サービス（複数回答　男女年層別） （％）
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新聞は，「毎日」接触が58％，「週1日以上」
が71％と，どちらもテレビに次いで接触頻度
の高いメディアであるが，この5年では「毎日」
が減少（68％→58％）し，「週1日以上」も減少

（80％→71％）した。「毎日」接触の割合を年層
別にみると（図15），50代以上は7割を超えて
全体と比べて高いが，40代以下は5割を下回
り，16 ～ 19歳はわずか10％と，年層ごとの接
触の差が大きい。この5年で，60代以下すべて
の年層で減少し，その差がさらに広がっている。

テレビと新聞のほか，この5年で「週1日以
上」接触の割合が減少したメディアは，CDな
どの音楽ソフト，雑誌，ビデオ・DVDなどの
映像ソフトである。本，ラジオ，マンガの「週1
日以上」接触割合については，5年前から変化
がなかった。

 
インターネット・録画したテレビ番組への

接触は増加

一方，インターネット（メールは除く）は，こ
の5年で「毎日」接 触 が 大 幅に増 加（27％
→38％）し，「週1日以上」接触は56％と半数を
超えた。「毎日」接触の割合を年層別にみると

図 14　テレビへの「毎日」接触（年層別）

図 15　新聞への「毎日」接触（年層別）
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図 13　メディア別接触頻度 
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2010年テレビ
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録画した
テレビ番組
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CDなどの
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（図16），この5年では60代以下で増加し，40
代以下は5割を超えた。新聞とは逆の形で，年
層ごとの接触差が大きくなっている。

また，録画したテレビ番組も，「毎日」接触
が16％に対し，「週1 ～ 2日」の割合（21％）も
比較的多い。この5年では，「毎日」が8％から
16％へ倍増し，「週1日以上」も約半数に増えた

（35％→49％）。「週1日以上」の接触の割合を
年層別にみると（図17），50代以下では半数を
超えており，特に16 ～ 19歳は81％と，他の年
層に比べて突出して高い。この5年ではすべて
の年層で増加している。

（3）録画再生視聴・動画視聴
録画再生の活用に広がり
「デジタル録画再生機」の利用者（56％），録

画したテレビ番組を「週1日以上」視聴する人
（49％）ともにこの5年で増加している。テレビ
番組の録画や再生の仕方について6つの項目
で尋ねたところ（表3），「気になった番組をとり
あえず録画する」かどうかに対して，「ある」（「よ
くある」＋「ときどきある」の合計）と答えた人
は半数を超えている（53％）。また，「じっくり
見たい番組は，録画してから見る」（47％），「リ
アルタイム（放送と同時）で見られる番組でも，
録画して都合のいい時に見る」（41％）は4割以

図 16　インターネットへの「毎日」接触（年層別）

全体 男 女
16 ～29 歳 30 代 40 代 50 代 60 代 70歳以上 16 ～29 歳 30 代 40 代 50 代 60 代 70歳以上

気になった番組をとりあえず録画する 43 45 53 56 42 38 27 53 56 55 39 31 18 
53 52 59 68 56 44 37 72 63 66 63 45 22 

じっくり見たい番組は，録画してから見る 37 36 44 47 32 28 27 46 53 50 36 26 18 
47 45 55 54 46 39 29 69 65 64 54 40 20 

リアルタイム（放送と同時）で見られる
番組でも，録画して都合のいい時に見る

29 29 38 38 26 18 18 45 46 38 31 19 10 
41 40 50 51 40 33 22 61 55 56 52 32 15 

録画した番組を，早送りして
見たいところだけ見る

32 33 41 46 39 22 16 43 39 47 31 22 11 
37 33 41 48 43 34 19 53 48 45 46 30 17 

  （上段：2010 年，下段：2015 年）
保存しておくために番組を録画する 36 39 40 42 40 33 22 59 46 47 39 26 14 
再生するときに，ほかのことをしながら見る 31 39 44 38 27 20 14 59 51 40 32 14 12 

表 3　録画再生行動〈 「よくある」＋「ときどきある」 〉（男女年層別）
（％）

図 17　録画したテレビ番組への「週 1日以上」接触（年層別）
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と，それほど多くない。この5年でみると，「週
1日以上」利用者（20％→35％），「動画視聴者」

（34％→50％）とも増加した。男女年層別にみ
ると「動画視聴者」は，この5年で男女60代以
下と幅広い年層で増加した。男40代以下，女
30代以下では「動画視聴者」は8割前後に達し
ている（表4）。

若年層は「テレビよりインターネットの動画の

ほうが面白いと思う」ことがあるが半数以上

インターネットで，テレビ番組の動画を見る人 
（「毎日のように」から「年に数日くらい」）は全
体の32％だった（「動画視聴者」の64％）。男
女年層別にみると，男女16 ～ 29歳と男30 代
は半数以上がテレビ番組を動画で見ている。

また，インターネットで「動画」を見るときに
次のようなことがあるか，5項目について尋ね
たところ（表5），「動画視聴者」が増加する中
で「テレビよりインターネットの動画のほうが面
白いと思う」ことが「ある」（「よくある」と「とき
どきある」の合計）人は全体の27％で，5年前
より増加した。特に若年層で高く，年層別に
みると，16 ～ 19歳で66％，20 代で54％と半
数以上が「テレビよりインターネットの動画のほ
うが面白いと思う」と感じている。「時間があ
るときは，テレビよりも動画のほうを見る」人は

上の人が行っている。今回の調査から録画再
生時の「ながら視聴」行動について新たに質問
したところ，「再生するときに，ほかのことをし
ながら見る」に「ある」（「よくある」＋「ときどき
ある」の合計）と答えた人は31％だった。

それぞれの項目について男女年層別にみる
と，男30・40代，女50代以下で録画活用が
盛んである。また，「再生するときに，ほかの
ことをしながら見る」は，男女40代以下で高
い。若年層は，リアルタイムでの「ながら視聴」
が多いが，録画再生時においても同様に「な
がら視聴」を行っている人が多い。

動画視聴者は男 40 代以下，

女 30 代以下で 8 割前後

インターネットの「毎日」利用者もこの5年で
大きく増加したが，インターネットでの動画視
聴行動について尋ねた。インターネットで動画
を「週1日以上」見る人（「毎日のように」「週に
3～4日ぐらい」「週に1～2日ぐらい」）は35％で，

「月に1 ～ 2日ぐらい」「年に数日くらい」も合わ
せた動画視聴者は50％だった（図18）。ただ
し，「毎日のように」見る人は，全体で約1割

図 18　インターネット動画視聴頻度

表 4　インターネット動画視聴者〈年に数日以上〉
（男女年層別）

（％）

全
体

男 女
16
～
29
歳

30
代

40
代

50
代

60
代

70
歳
以
上

16
～
29
歳

30
代

40
代

50
代

60
代

70
歳
以
上

34 69 58 47 37 19 13 65 41 35 19 7 6 

50 89 83 80 60 36 11 84 78 59 46 18 5 

   （上段：2010 年，下段：2015 年）

無回答
ほとんど、まったく見ない
年に数日
月に１～２日
週に１～２日
週に３～４日
毎日のように

2015年

2010年

ほとんど，
まったく見ない

無回答

毎日のように

週に３～４日ぐらい
週に１～２日

月に１～２日
年に数日

5 363910%55

20%

35%

485 21015911

「週1日以上」

34%

50%「動画視聴者」
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全体で17％だが，16 ～ 19歳で46％，20 代で
47％と20 代以下では，およそ半数にのぼる。

録画再生視聴やインターネット利用の広がり，
そして日常化は，視聴者のメディア利用行動や
評価に大きな変化をもたらしているといえる。

（4）欠かせないメディア
メディア利用に変化がある中で，他メディア

との比較の中でテレビの相対的な位置づけを探
るいくつかの質問をした。

テレビの相対的な位置づけは低下

まず，いろいろなことを考え合わせて，どう
しても欠かせないメディアを，テレビ，ラジオ，
インターネット，新聞など，8つの中から1つ選
んでもらい，さらにもう1つ，2番目に欠かせな
いメディアを選んでもらった（図19）。

欠かせないメディア（1番目）で最も多いのは
テレビ（50％）で，次いでインターネット（23％），
新聞（11％）となっている。2010年と比べて，
テレビと新聞が減少し，インターネットは増加し
た。2番目に選んだメディアで最も多いのもテレ
ビ（26％）で，次いで新聞（23％），インターネッ
ト（17％）である。この5年では，テレビとイン
ターネットが増加し，新聞と雑誌が減少した。
テレビは最も欠かせないメディアという回答が
減少，2番目という回答が増加しており，この5
年で位置づけの低下がうかがえる。

若中年層ではテレビよりもインターネット

欠かせないメディアとして回答が多かったテ
レビ・インターネット・新聞の位置づけの序列
関係の変化を探るため，1番目と2番目の主な
メディアの組み合わせをみた（図20）。最も多
いのは，「1番目がテレビ－2番目が新聞」（21％）
で，次いで「テレビ－その他（テレビ・インター
ネット・新聞以外のメディア）」，「テレビ－イン

全
体

16
～
19
歳

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
歳
以
上

テレビよりインター
ネットの動画のほう
が面白いと思う

19 48 44 31 21 13 4 1

27 66 54 45 35 26 9 3

見逃したテレビ番組
を動画サイトで見る

14 51 33 21 14 6 2 2

17 51 43 26 23 13 3 1

時 間 が あるときは，
テレビよりも動画の
ほうを見る

11 38 28 15 14 6 2 2

17 46 47 27 20 12 5 2

【2015 年に追加した項目】               （上段：2010 年，下段：2015 年）

一つの動画をきっか
けに関連する動画を
次々と見る

26 64 61 48 34 24 8 1

テレビ番組の見たい
一部分だけを動画サ
イトで見る

12 39 36 20 14 9 3 1

表 5　動画視聴行動〈 「よくある」＋「ときどきある」 〉
（年層別）

（％）

図 19　欠かせないメディア
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ターネット」，「インターネット－テレビ」（いずれ
も13％）であった。この5年では，「テレビ－イ
ンターネット」，「インターネット－テレビ」，「イン
ターネット－その他」と，いずれもインターネッ
トが入る組み合わせが増加し，「テレビ－新聞」，

「テレビ－その他」，「新聞－テレビ」，「新聞－そ
の他」が減少した。

年層別では，「テレビ－新聞」は30 ～ 50代
で減少し，「インターネット－テレビ」と「インター
ネット－その他」は20 ～ 50代で増加した。40
代以下では「テレビ－インターネット」は変わらな

いものの，「インターネット－テレビ」が増えてお
り，20・30代では「インターネット－テレビ」が
25％程度と最も多い組み合わせとなった。若
中年層では，テレビ以上にインターネットを欠
かせないとする人が増えている。

（5）役に立つメディア
前項の欠かせないメディアは，人々のメディ

アに対する総合的な評価であったが，次に，メ
ディアの持つ機能ごとと，「ニュースや情報を知
る」際の特性ごとの評価についてみていく。

図 20　欠かせないメディアの組み合わせ（全体・年層別）

その他は，テレビ・インターネット・新聞以外のメディアで，ラジオ・映像ソフト・音楽ソフト・雑誌・本・「この中にはない」のいずれか
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テレビの機能別評価は高いが，

〈報道〉，〈娯楽〉などは

この 5 年で減少

メディアの持つ機能のうち，
「世の中の出来事や動きを知る
うえで〈報道〉」，「感動したり，
楽しむうえで〈娯楽〉」，「教養を
身につけるうえで〈教養〉」など8
つの機能について，8つのメディ
アの中からいちばん役に立つと
思うものを尋ねた（図21）。8つ
の機能の定義は図21のとおり
である。

テレビは，〈報道〉でいちばん
役に立つと回答した人が65％，

〈娯楽〉は60％と，他のメディア
を引き離して高く評価されてい
る。2015年に追加した〈習慣〉
も，約半数の人がテレビと回答
している。
〈解説〉では，テレビ（55％）に

次いで新聞（28％）も多い。〈教
養〉では本が32％と最も多く，〈慰
安〉はテレビ（40％）に続いて，音
楽ソフト（20％）も評価されてい
る。〈情報〉はテレビとインター
ネットがともに3割程度と同程
度の評価だが，雑誌（12％）も
一定の評価がある。

個人面接法調査では，一部選択肢は異なる
が，2000年からメディアの効用比較を尋ねて
おり，テレビは2000年以降，〈解説〉機能での
評価が増加するなど，〈報道〉，〈娯楽〉，〈解説〉
などの機能で最も評価の高いメディアであっ
た。2015年調査でも，〈教養〉を除く7つの機

能で回答が最も多く，テレビの評価は最も高い
ものの，〈報道〉，〈娯楽〉，〈教養〉，〈交流〉機
能において，テレビの評価が初めて下がった。

テレビの機能別評価が最も高い〈報道〉は，
2010年からの減少が最も大きい（71%→65%）。
年層別にみると（図22），どの年層でもテレビ
の回答が最も多いものの， 20 ～ 40代でテレビ

図 21　メディアの効用比較
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が大幅に減少し，インターネットが増加した。
20・30代では4割弱の人が，世の中の出来事
や動きを知るうえではインターネットが最も役に
立つと答えている。

テレビの〈速報性〉は減少傾向が続く

メディアから「ニュースや情報を知る」という
設定で，「いちばん早く伝わると思うのは〈速報
性〉」，「いちばん理解しやすいのは〈わかりや
すさ〉」，「いちばん詳しく知ることができるの
は〈詳報性〉」など，7つの特性について，5つ
のメディアの中で，最もあてはまるものを尋ねた

（図23）。7つの特性の定義は図23のとおりで
ある。

2015年に追加した「いちばん多くの人に伝わ
ると思うのは〈伝達力〉」は76％と大多数の人
がテレビを選択し，〈わかりやすさ〉，〈速報性〉，

〈関心を広げる〉でも半数以上の人がテレビと回

答している。〈詳報性〉ではテレビ（35％），新
聞（30％），インターネット（29％）と回答が三
分しており，〈信頼性〉はテレビ（39％）と新聞

（30％）が3割台と回答が二分されているが，「こ
の中にはない」も2割弱ある。この5年で，イン
ターネットは6つの特性において回答が増加し
た。一方，テレビは2010年に最も回答が多かっ
た〈速報性〉で，大幅に減少（75％→65％）し
た。新聞も〈詳報性〉，〈信頼性〉などの特性で
評価が下がった。
〈速報性〉について，年層別でみると（図24），

図 22　メディアの効用比較〈報道〉（年層別） 図 23　メディアの特性比較
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テレビは50代以下で減少し，インターネットは
60代以下で増加し，30代以下ではテレビとイ
ンターネットが同程度となっている。このメディ
アの特性比較での変化は，スマートフォンや携
帯電話の利用が増え，いつでもどこでも，イン
ターネットからニュースや情報を知ることができ
るようになったメディア環境の変化が影響して
いるだろう。

  3．情報観・テレビの影響

ここからは，テレビをはじめ，さまざまなメ
ディアから得られる情報に対して人々はどのよう
な態度で接しているのか，また，テレビの影響
力は人々にどのように受け止められているのか
をみていく。

（1）情報に対する考え方
多数の人が「必要な情報は自分で選びたい」

今回の調査では，情報に対する5つの考え
方について，「そう思う」から「そう思わない」の
4 段階の選択肢で尋ねた（表6）。「そう思う」と

「どちらかといえば，そう思う」を合わせた割合
が最も多いのは，「必要な情報は自分で選びた
い」（85％）で，大多数の人が，情報は自律的に
選ぶことを望んでいる。次いで，情報を識別す
る能力についての「多くの情報の中から信頼で
きるものをより分けることができるほうだ」（61％）
と，メディアを比較するかについての「さまざま
なメディアの情報を見比べるほうだ」（59％）は，
6割前後の人が，そう思うと回答している。

男性の中年層では情報に対して厳しい見方

情報に対する考え方について，男女年層別に
みると，「必要な情報は自分で選びたい」は女

図 24　メディアの特性比較〈速報性〉（年層別）

表 6　情報に対する考え方〈 「そう思う」＋「どちらかといえばそう思う」 〉（男女年層別）
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70歳以上を除くすべての層で8割を超えており，
男40代と男60代では92％と全体と比べても高
い。「どんな情報でもまず疑ってかかるほうだ」
は男40代以下で，「不確かなものが混じってい
ても，情報は多いほうがよい」は男30・40代で，

「さまざまなメディアの情報を見比べるほうだ」は
男40代で，それぞれ全体と比べて高い。男性
の中年層では，情報に対して懐疑的で厳しい見
方をしている一方，与えられるのではなく，自ら
が選んでいきたいという主体性がみられる。

（2）テレビの影響
「テレビは人びとに影響を与えている」と

考えている人が減少

テレビが，人びとのものの考え方や行動に，
どの程度影響を与えていると思うかについては

「非常に影響を与えている」が24％，「ある程
度影響を与えている」が65％で，およそ9割が
社会に対するテレビの影響力を感じている（図

25）。しかし，この5年では，「非常に影響を
与えている」が減少（27％→24％）し，「あまり
影響を与えていない」が増加（3％→5％）した。
また，「非常に」と「ある程度」を合わせた「影
響を与えている」も減少（91％→89％）した。

一方，自分自身のものの考え方や行動に，テ

レビはどの程度影響を与えていると思うかを尋
ねたところ，「非常に影響を与えている」（7％）
と，「ある程度影響を与えている」（54％）を合わ
せて61％であった。つまり，テレビが社会に影
響を与えていると考えている人は9割と多いが，
自分自身へのテレビの影響を認識している人は
6割程度にとどまる。この傾向は2010年と比べ
て変化はない。

テレビの影響は

「変わらない」，「弱くなる」が増加

将来，テレビが人びとに与える影響は，今と
比べてどうなるかについては，「今と変わらない
と思う」（51％）が半数を超えて最も多く，「強く
なると思う」は28％，「弱くなると思う」と答え
た人は21％である。この5年では，「今と変わ
らないと思う」（46％→51％），「弱くなると思う」

（14％→21％）と答えた人が増加し，「強くなる
と思う」（39％→28％）と答えた人が減少した。

男女年層別には（図26），2010年は「弱くな
ると思う」人が，高い層でも2割程度で，どの

図 26　将来のテレビの影響
〈「強くなると思う」，「弱くなると思う」〉（男女年層別）

図 25　テレビの影響の大きさ
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層でも「強くなると思う」という人が「弱くなると
思う」という人を上回った。しかしこの5年で，
男性のすべての年層と女30代，女60代で「弱
くなると思う」人が増加した。この結果，特に
男30・40代では，「弱くなると思う」人が，「強
くなると思う」人を上回っている。

このように，テレビの将来の影響力について
男性の中年層で大きな変化がみられたが，この
層では，情報に対しても「どんな情報でもまず
疑ってかかる」など懐疑的で，多くの情報を見
比べて「必要な情報は自分で選びたい」など情
報への主体的な関わりを求める意識が高い傾
向があった。彼らがよりどころとする情報やメ
ディアに対する考え方が大きく転換している可
能性があり，その背景には，主体的に情報を
取得できるインターネットの浸透など，メディア
環境の変化があることは想像に難くない。情報
観などの意識とメディア利用との関係について
は，今後の課題としたい。

  おわりに

今回は，調査方法を変えた2010年からの5
年間に起きた変化を中心に報告した。「日本人と
テレビ」調査を開始した1985年から30年の歳
月を経ても，テレビは人々の生活において親し
いメディアであることに変わりはない。しかし，
テレビに「毎日」接触する人の割合が8割を下回
り，リアルタイムの視聴時間は全体でも短時間
化に転じる一方で，録画したテレビ番組やイン
ターネットでの動画視聴は利用が中高年層にも
広がり，若年層では日常生活に浸透しつつある。
「テレビを見るのが大好き」であったり，「話

題になっている番組は見たい」といったテレビ
に対する肯定的な意識が低下し，「好きな番組

でも，毎回決まった時間に見るのは面倒だ」と
いう人は増えている。テレビで「今起きている
大きな事件やイベントが見られる」と思う人は減
り，さらに全体的な評価としてのテレビの必要
性は中年層でも低下している。

メディアの〈報道〉や〈娯楽〉といった機能
や，ニュースや情報を知るうえでの〈速報性〉や

〈わかりやすさ〉といった特性において，テレビ
は他のメディアに比べて高く評価され，メディア
の首座にあるとされてきたが，今回の調査では，

〈報道〉機能や〈速報性〉など，これまでテレビ
が圧倒的に強いとされてきた面で揺らぎが生じ
ている。

2010年調査では，若年層において，テレビ
を毎日視聴する人がやや減少し，最も欠かせ
ないメディアとしてテレビを選ぶ人が減っている
など，テレビの存在感の低下がみられた。2015
年調査では，若年層だけではなく，40・50代
の中年層に至るまで，テレビやメディアに対す
る行動や意識に，はっきりとした変化を見出す
ことができる。これらの変化については，今後
さらに分析を進めていく予定である。

（きむら のりこ / せきね ちえ / なみき まい）

注：
 1） 「日本人とテレビ・1985」『放送研究と調査』

1985 年 8 月号など
 2） 「テレビ視聴とメディア利用の現在（1）～「日

本人とテレビ・2010」調査から～『放送研究と
調査』2010 年 8 月号

  「テレビ視聴とメディア利用の現在（2）～「日
本人とテレビ・2010」調査から～『放送研究と
調査』2010 年 10 月号

 3） 調査では，「テレビ視聴時間」と「メディア別接触
頻度」のテレビ視聴については，ビデオや DVD，
録画したものなどの再生は除くものとして尋ねて
いる。そのほかの質問については，テレビ視聴の
範囲を言及していない。
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－テレビの視聴種目－
問 3　あなたは，ふだん，どんなテレビ番組をよくご覧になっ

ていますか。（○はいくつでも）
 2010 年 2015 年
 1. ニュース・ニュースショー・
  報道番組 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥77.7  76.0 ％
 2. 天気予報 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥50.8  52.6
 3. ドラマ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥47.2  49.5
 4. 映画 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥24.6  23.1
 5. クイズ・ゲーム ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥22.3 ＞ 15.9
 6. バラエティー・お笑い番組 ‥‥‥‥‥‥43.0  40.5
 7. アニメ・子ども番組 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥10.7  11.0
 8. 音楽番組 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥25.1  23.1
 9. スポーツ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥34.9  34.6
 10. 生活・実用・趣味 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥19.1 ＞ 16.8
 11. ドキュメンタリー・教養 ‥‥‥‥‥‥‥29.0 ＞ 25.9
 12. ワイドショー ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥17.6  16.3
 13. この中にはない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.1  0.1
 14. ほとんど，まったくテレビは見ない ‥‥ 2.7 ＜ 4.4
 15. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.1  0.3

－テレビの必要性－
問 4　あなたにとって，テレビはどの程度必要なものですか。

（○は 1 つ）
 2010 年 2015 年
 1. 必要なもの ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥50.1 ＞ 46.7 ％
 2. どちらかといえば，必要なもの ‥‥‥‥42.4  43.2
 3. どちらかといえば，必要ないもの ‥‥‥ 5.1 ＜ 6.7
 4. 必要ないもの ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2.2 ＜ 3.1
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.1  0.2

－テレビの満足度－
問 5　あなたは，現在のテレビに，全体としてどの程度満足し

ていますか。（○は 1 つ）
 2010 年 2015 年
 1. とても満足している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥  7.6  7.5 ％
 2. まあ満足している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥66.6  65.4
 3. あまり満足していない ‥‥‥‥‥‥‥‥21.7  22.6
 4. まったく満足していない ‥‥‥‥‥‥‥ 3.4  3.7
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.7  0.7

－テレビの見方－
問 6　あなたのテレビの見方についてうかがいます。

A. あなたがテレビを見る時刻は，いつも決まっていますか，
それとも，決まっていませんか。（○は 1 つ）

 2010 年 2015 年
 1. ほとんど決まっている ‥‥‥‥‥‥‥  26.1 ＞ 23.5 ％
 2. だいたい決まっている ‥‥‥‥‥‥‥‥54.2  55.7
 3. あまり決まっていない ‥‥‥‥‥‥‥‥13.2  12.2
 4. ほとんど決まっていない ‥‥‥‥‥‥‥ 6.1 ＜ 7.7
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.4 ＜ 1.0

日本人とテレビ   単純集計結果

－テレビ視聴時間－
問 1　あなたは，休日を除くふだんの日に，1 日にテレビを何

時間ぐらいご覧になっていますか。（ビデオや DVD などの再
生は除いてお答えください）（○は 1 つ）

 2010 年 2015 年
 1. 30 分ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.2  4.2 ％
 2. 1 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10.4 ＜ 14.0
 3. 2 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥21.2  19.9
 4. 3 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥20.9 ＞ 18.6
 5. 4 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥14.2 ＞ 12.0
 6. 5 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥11.0  9.9
 7. 6 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6.3  6.1
 8. 7 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2.4  2.7
 9. 8 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.2  2.8
 10. 9 時間以上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.0  3.0
 11. ほとんど，まったく見ない ‥‥‥‥‥‥ 4.0 ＜ 6.1
 12. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.2 ＜ 0.6

－ふだんの視聴局－
問 2　あなたは，ふだん，NHK の番組と民放の番組のどちらを

多く見ていますか。（○は 1 つ）
 2010 年 2015 年
 1. NHK だけを見て，
  民放はまったく見ない ‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.5  0.8 ％
 2. NHK のほうをずっと多く見る ‥‥‥‥‥ 4.7  4.3
 3. どちらかといえば，
  NHK のほうを多く見る ‥‥‥‥‥‥‥‥ 8.0  8.0
 4. NHK，民放，同じくらい見る ‥‥‥‥‥18.8  19.4
 5. どちらかといえば，
  民放のほうを多く見る ‥‥‥‥‥‥‥‥32.6  33.8
 6. 民放のほうをずっと多く見る ‥‥‥‥‥23.0 ＞ 19.9
 7. 民放だけを見て，NHK はまったく見ない 8.9  8.2
 8. ほとんど，まったくテレビは見ない ‥‥ 3.2 ＜ 5.3
 9. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.2  0.3

〈第 1 回〉 〈第 2 回〉

調査目的 人々の中でテレビの位置づけがどのように変化して
いるかを，同一質問で追跡する時系列調査

調査時期
2010 年 3 月 6 日（土）

～ 3 月 14 日（日）
2015 年 2 月 27 日（金）

～ 3 月 8 日（日）

調査方法 配付回収法

調査対象 全国の 16 歳以上の男女

調査相手 住民基本台帳から層化無作為二段抽出
3,600 人（12 人×300 地点）

調査有効数（率） 2,710 人（75.3％） 2,442 人（67.8％）

＜ ＞は開いているほうが有意に高いことを示す（信頼度 95％）。
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B. あなたは，テレビをひとりで見ることが多いですか，それと
も，ほかの人といっしょに見ることが多いですか。（○は1つ）

 2010 年 2015 年
 1. ひとりで見ることが多い ‥‥‥‥‥‥  25.2  26.8 ％
 2. どちらかといえば，
  ひとりで見ることが多い ‥‥‥‥‥‥‥25.8  26.6
 3. どちらかといえば，ほかの人と
  いっしょに見ることが多い ‥‥‥‥‥‥34.3  32.0
 4. ほかの人といっしょに
  見ることが多い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥14.0  13.3
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.6 ＜ 1.3

C. あなたは，テレビを好きな番組だけ選んで見るほうですか，
それとも，何となくいろいろな番組を見るほうですか。（○
は 1 つ）

 2010 年 2015 年
 1. 好きな番組だけを選んで見るほう ‥‥‥29.4  31.6 ％
 2. どちらかといえば，
  好きな番組だけを選んで見るほう ‥‥‥48.9  46.6
 3. どちらかといえば，何となく
  いろいろな番組を見るほう ‥‥‥‥‥‥16.0  15.4
 4. 何となくいろいろな番組を見るほう ‥‥ 5.0  4.8
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.7 ＜ 1.7

D. あなたは，テレビをひとりだけで見たいほうですか，それ
とも，ほかの人といっしょに見たいほうですか。（○は 1 つ）

 2010 年 2015 年
 1. ひとりだけで見たいほう ‥‥‥‥‥‥‥21.4  21.1 ％
 2. どちらかといえば，
  ひとりだけで見たいほう ‥‥‥‥‥‥‥40.0  39.9
 3. どちらかといえば，ほかの人と
  いっしょに見たいほう ‥‥‥‥‥‥‥‥30.7  30.0
 4. ほかの人といっしょに見たいほう ‥‥‥ 7.0  7.3
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.8 ＜ 1.7

E. あなたは，テレビを見ることに集中するほうですか，そ
れとも，テレビを見ながら，ほかのこともするほうですか。

（○は 1 つ）
 2015 年
 1. テレビを見ることに集中するほう ‥‥‥‥‥‥ 16.5 ％
 2. どちらかといえば，テレビを見ることに
  集中するほう ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 29.2
 3. どちらかといえば，テレビを見ながら，
  ほかのこともするほう ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 39.3
 4. テレビを見ながら，ほかのこともするほう ‥‥ 13.5
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.5

－テレビの視聴態様－
問 7　あなたは，次の A ～Ｈにあげたようなテレビの見方をす

ることがありますか。それぞれについて，1 つずつ○をつけ
てください。（A ～Ｈまで，○はそれぞれ 1 つずつ）

－番組の選択方法－
問 8　あなたは，ふだんテレビを見るとき，番組をどのように

選んでいますか。次の中からいちばん多いものに○をつけて
ください。（○は 1 つ）

 2010 年 2015 年
 1. 新聞のテレビ欄を見て選ぶ ‥‥‥‥‥‥50.0 ＞ 38.1 ％
 2. 情報誌のテレビ欄を見て選ぶ ‥‥‥‥‥ 2.6 ＞ 1.3
 3. インターネットのテレビ欄を見て選ぶ ‥ 1.3 ＜ 2.1
 4. EPG（電子番組ガイド）を見て選ぶ ‥‥ 7.1 ＜ 14.2
 5. リモコンで
  チャンネルを替えながら選ぶ ‥‥‥‥‥18.0  19.7
 6. いつも見る番組なので，
  特に選ぶことはない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥13.9 ＜ 16.1
 7. 家族の選んだ番組を見る ‥‥‥‥‥‥‥ 6.4  7.0
 8. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.7 ＜ 1.5

（％）

よ
く
あ
る

と
き
ど
き
あ
る

あ
ま
り
な
い

ま
っ
た
く
な
い

無
回
答

Ａ．時間のやりくりをして
テレビを見る

2010 年 10.7 31.8 36.5 19.9 1.0

∨ ∧

2015 年 11.5 28.6 36.3 21.8 1.7

Ｂ．思わず夢中になって
テレビを見ている

2010 年 15.1 47.6 27.6 8.5 1.1

∨ ∧

2015 年 12.5 46.0 30.4 9.4 1.6

Ｃ．特に見たい番組が
なくてもテレビを
つけている

2010 年 27.2 28.3 25.8 17.2 1.5

2015 年 26.6 26.9 25.8 19.1 1.5

Ｄ．番組名がわからないまま
テレビを見ている

2010 年 11.6 28.5 35.8 22.1 2.0

∨ ∧

2015 年 11.3 25.7 35.4 25.3 2.2

Ｅ．テレビを見ている途中で，
チャンネルを頻繁に
切り替える

2010 年 15.9 30.2 38.4 14.1 1.4

∨

2015 年 13.9 29.6 39.9 14.8 1.8

Ｆ．テレビで見たことや
番組のことを
話題にする

2010 年 15.6 51.6 23.2 8.4 1.1

∧

2015 年 16.9 50.1 22.7 8.6 1.8

Ｇ．家にいるときは，テレビを
つけっぱなしにしている

2010 年 ─ ─ ─ ─ ─

2015 年 17.9 21.6 29.0 29.9 1.6

Ｈ．テレビを見ながら
インターネットを使う

2010 年 ─ ─ ─ ─ ─

2015 年 8.9 15.4 16.6 57.5 1.7

AUGUST 2015
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－テレビに対する意識－
問 9　あなたは，テレビについてどのような感じをお持ちです

か。A ～Ｈのそれぞれについて，1 つずつ○をつけてください。
（A ～Ｈまで，○はそれぞれ 1 つずつ）

－テレビ番組への対価－
問 10　あなたは，テレビ番組を見るためにお金をかけることに

ついて，どう思いますか。次の甲，乙のように分けると，ど
ちらに近いでしょうか。（○は 1 つ）

甲：見たいテレビ番組を見るためなら，ある程度お金をかけ
てもかまわない

乙：テレビ番組を見るために，お金をかけたいとは思わない
 2010 年 2015 年
 1. 甲に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7.5  7.1 ％
 2. どちらかといえば，甲に近い ‥‥‥‥‥23.0 ＞ 20.2
 3. どちらかといえば，乙に近い ‥‥‥‥‥39.3  37.5
 4. 乙に近い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥29.9 ＜ 34.7
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.3  0.5

－テレビの効用－
問 11　テレビとあなたの生活との関係についてうかがいます。

あなたにとってテレビはどういうものですか。次の A ～Ｉに
あげたことについて，それぞれ 1 つずつ○をつけてください。

（A ～Ｉまで，○はそれぞれ 1 つずつ）

（％）

あ
て
は
ま
る

ま
あ
あ
て
は
ま
る

あ
ま
り
あ
て
は
ま
ら
な
い

あ
て
は
ま
ら
な
い

無
回
答

Ａ．テレビを見るのが
大好きだ

2010 年 22.3 45.6 23.7 7.3 1.1
∨ ∧

2015 年 18.6 46.3 24.0 9.6 1.5

Ｂ．テレビがついていると
何となく安心できる

2010 年 17.9 33.1 27.4 20.7 1.0
∨

2015 年 15.1 32.6 28.0 22.9 1.5

Ｃ．どこにいても，好きな
ときにテレビを見たい

2010 年 10.0 19.3 39.4 29.6 1.7
∨

2015 年 8.0 17.8 41.0 31.1 2.0

Ｄ．見たかった番組を
見逃すと，とても
残念に思う

2010 年 27.8 33.7 24.2 12.9 1.4
∨ ∧ ∧

2015 年 24.1 35.4 23.5 14.8 2.2

Ｅ．話題になっている番組は
見たいと思う

2010 年 18.5 34.5 32.0 13.3 1.6
∨

2015 年 16.1 34.2 32.9 14.9 2.0

Ｆ．好きな番組でも，
毎回決まった時間に
見るのは面倒だ

2010 年 12.2 21.6 38.6 25.7 1.9
∧ ∨

2015 年 14.8 22.4 37.6 22.9 2.3

Ｇ．テレビを見たあと，
前向きな気持ちに
なることがよくある

2010 年 8.5 35.7 38.9 15.5 1.4
∨ ∧

2015 年 7.4 31.4 43.4 15.9 1.9

Ｈ．テレビを見たあと，時間
をむだにしてしまったと
思うことがよくある

2010 年 5.7 16.3 42.6 34.2 1.2

2015 年 5.2 15.4 44.2 33.5 1.7

（％）

そ
う
思
う

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

Ａ．毎日の生活に
欠かせない情報が
得られる

2010 年 35.1 43.1 13.7 7.2 0.9

2015 年 34.7 41.6 14.4 8.2 1.0

Ｂ．毎日の生活に習慣や
リズムが生まれる

2010 年 16.7 40.2 27.1 14.8 1.3
∧

2015 年 15.8 40.9 24.9 16.4 2.0

Ｃ．生き方や行動の手本が
得られる

2010 年 9.1 36.2 36.4 16.8 1.6
∨

2015 年 7.5 36.2 37.7 16.9 1.7

Ｄ．同じ番組を見て
家族との会話が
はずんだり，場がなごむ

2010 年 18.0 53.0 18.2 9.3 1.5

2015 年 16.6 53.3 18.4 9.8 1.9

Ｅ．人とつきあうときの
話のタネが得られる

2010 年 18.4 53.0 19.5 8.0 1.2
∨

2015 年 15.8 54.0 19.3 9.2 1.6

Ｆ．さまざまな意見や
考え方を知ることが
できる

2010 年 26.4 54.8 12.7 4.9 1.2
∨

2015 年 23.8 56.2 12.4 5.7 1.8

Ｇ．ふだんの生活では
できないことを
経験した気分になれる

2010 年 9.5 34.2 37.0 17.7 1.5

2015 年 9.3 32.5 37.6 18.8 1.8

Ｈ．話し相手の代わりになる
2010 年 5.2 16.8 33.0 43.8 1.3

∨
2015 年 4.0 16.1 32.8 45.5 1.7

Ｉ．今起きている大きな事件
やイベントが見られる

2010 年 47.1 43.3 5.0 3.6 1.0
∨ ∧

2015 年 41.4 47.0 5.9 4.4 1.3
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－放送期待機能－
問 12　テレビの番組を 3 つの種類に分けた場合，あなたがいちば

ん多く放送してもらいたいのは，どれでしょうか。（○は 1 つ）
 2010 年 2015 年
 1. くつろいで楽しめる番組 ‥‥‥‥‥‥‥41.7  39.3 ％
 2. 世の中の出来事や動きを伝える番組 ‥‥42.4  41.6
 3. 知識や教養が身につく番組 ‥‥‥‥‥‥14.7 ＜ 17.4
 4. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.3  1.6

－好きな番組のテイスト－
問 13　あなたは，どういった感じのテレビ番組が好きですか。次

の甲，乙のように分けると，どちらに近いでしょうか。A，B
それぞれについて 1 つずつ○をつけてください。（A・B，○は
それぞれ 1 つずつ）

－テレビの影響　社会・今の大きさ－
問 14　テレビは，人びとのものの考え方や行動に，どの程度影

響を与えていると思いますか。（○は 1 つ）
 2010 年 2015 年
 1. 非常に影響を与えている ‥‥‥‥‥‥‥27.0 ＞ 23.9 ％
 2. ある程度影響を与えている ‥‥‥‥‥‥64.2  64.6
 3. あまり影響を与えていない ‥‥‥‥‥‥ 3.1 ＜ 5.0
 4. まったく影響を与えていない ‥‥‥‥‥ 1.7  1.9
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.0  4.7

－テレビの影響　社会・今の方向－
問 15　〔問 14 で「1 ～ 3」の人に〕

テレビが人びとに与えている影響は，良い影響のほうが多い
と思いますか，それとも，悪い影響のほうが多いと思いますか。

（○は 1 つ）
 2010 年 2015 年
 1. 良い影響のほうが多い ‥‥‥‥‥‥‥‥11.9 ＜ 13.8 %
 2. 悪い影響のほうが多い ‥‥‥‥‥‥‥‥28.9 ＞ 22.7
 3. どちらともいえない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥59.0 ＜ 63.3
 4. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.2  0.3

分母＝ 2,555人（2010年）2,282人（2015年）

－テレビの影響　社会・将来の大きさ－
問 16　将来，テレビが人びとに与える影響は，今と比べてどう

なると思いますか。（○は 1 つ）
 2010 年 2015 年
 1. 強くなると思う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥39.3 ＞ 27.5 ％
 2. 弱くなると思う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13.7 ＜ 20.8
 3. 今と変わらないと思う ‥‥‥‥‥‥‥‥46.0 ＜ 50.7
 4. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.0  1.1

－番組の評価（NHK）－
問 17　A. あなたは，最近の NHK のテレビについて，どんな感

じをお持ちですか。次の中で，あてはまることがありましたら，
いくつでも○をつけてください。（○はいくつでも）

 2010 年 2015 年
 1. 新鮮な感じのする番組がある ‥‥‥‥‥16.6  14.8 ％
 2. 自分の気持ちに
  ぴったり合う番組がある ‥‥‥‥‥‥‥12.6  12.2
 3. 娯楽番組に，おもしろいものがある ‥‥10.6 ＜ 13.5
 4. 事件や災害が起きたときの
  対応が速い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥51.1  53.4
 5. 報道番組の掘り下げ方が深い ‥‥‥‥‥14.1  15.3
 6. 報道番組が中立・公正である ‥‥‥‥‥24.1 ＞ 19.8
 7. 教養番組に興味深いものがある ‥‥‥‥32.9  31.5
 8. 地域の出来事や話題を，
  よく伝えている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥34.5  32.6
 9. どれもあてはまらない ‥‥‥‥‥‥‥‥18.1  18.8
 10. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.8 ＜ 1.6

	－番組の評価（民放）－
問 17　B. では，民放のテレビについてはいかがでしょうか。

（○はいくつでも）
 2010 年 2015 年
 1. 新鮮な感じのする番組がある ‥‥‥‥‥20.0  19.3 ％
 2. 自分の気持ちに
  ぴったり合う番組がある ‥‥‥‥‥‥‥25.7  23.8
 3. 娯楽番組に，おもしろいものがある ‥‥59.7 ＞ 56.3
 4. 事件や災害が起きたときの
  対応が速い ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥18.5  19.4
 5. 報道番組の掘り下げ方が深い ‥‥‥‥‥13.7  13.6
 6. 報道番組が中立・公正である ‥‥‥‥‥ 3.8 ＜ 5.1
 7. 教養番組に興味深いものがある ‥‥‥‥ 9.6  10.1
 8. 地域の出来事や話題を，
  よく伝えている ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥26.9  27.1
 9. どれもあてはまらない ‥‥‥‥‥‥‥‥14.6  15.3
 10. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.8  1.3

（％）

甲
に
近
い

甲
に
近
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

乙
に
近
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

乙
に
近
い

無
回
答

Ａ．
甲：にぎやかで明るい

感じの番組
乙：静かで落ち着いた

感じの番組

2010 年 17.9 35.3 31.5 13.8 1.6

∨

2015 年 17.6 35.1 33.8 11.7 1.8

Ｂ．
甲：気楽に楽しめる番組
乙：ずっしり見ごたえの

ある番組

2010 年 18.5 40.6 26.0 13.4 1.5

2015 年 17.4 42.2 26.7 11.8 1.9

AUGUST 2015
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－NHKの必要性－
問 18　A. あなたは，NHK についてどのように感じていますか。

次の中から，あなたのお気持ちにいちばん近いものを選んで
ください。（○は 1 つ）

 2010 年 2015 年
 1. 必要だと思う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥35.0  34.1 ％
 2. どちらかといえば，必要だと思う ‥‥‥41.3  41.2
 3. どちらかといえば，必要ないと思う ‥‥15.1  14.4
 4. 必要ないと思う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8.2  9.5
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.4  0.8

－民放の必要性－
問 18　B. では，民放についてはいかがでしょうか。（○は 1 つ）
 2010 年 2015 年
 1. 必要だと思う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥50.8 ＞ 47.3 ％
 2. どちらかといえば，必要だと思う ‥‥‥42.1  43.9
 3. どちらかといえば，必要ないと思う ‥‥ 4.6  5.0
 4. 必要ないと思う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2.1 ＜ 3.0
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.4  0.7

－番組参加意欲－
問 19　あなたは，番組に自分の意見や感想，写真や動画を送っ

たり，クイズやアンケートに参加したりするなど，テレビ番
組にかかわってみたいと思いますか。（○は 1 つ）

 2015 年
 1. かかわってみたいと思う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥4.6 ％
 2. どちらかといえば，
  かかわってみたいと思う ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.8
 3. どちらかといえば，
  かかわってみたいとは思わない ‥‥‥‥‥‥‥ 32.9
 4. かかわってみたいとは思わない ‥‥‥‥‥‥‥ 45.1
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.5

－メディア別接触頻度－
問 20　あなたは，次の A ～Ｊにあげたものを，どのくらい見聞

きしたり，読んだりしていますか。（A ～Ｊまで，○はそれぞ
れ 1 つずつ）

（％）

毎
日
の
よ
う
に

週
に
３
～
４
日
ぐ
ら
い

週
に
１
～
２
日
ぐ
ら
い

月
に
１
～
２
日
ぐ
ら
い

見
聞
き
し
な
い
・
読
ま
な
い

ほ
と
ん
ど
・
ま
っ
た
く

無
回
答

Ａ．テレビ（録画した
ものを見る場合は
除きます）

2010 年 83.5 4.9 3.0 1.7 5.2 1.6

∨ ∧ ∧

2015 年 78.8 6.6 3.6 1.6 7.3 2.0

Ｂ．録画した
テレビ番組

2010 年 7.5 8.9 18.6 16.7 46.7 1.7

∧ ∧ ∧ ∨ ∨

2015 年 15.9 11.8 21.3 12.4 36.5 2.0

Ｃ．ラジオ（録音した
ものを聞く場合は
除きます）

2010 年 19.7 7.8 7.9 8.7 54.2 1.7

2015 年 18.7 7.2 8.4 8.4 55.3 2.0

Ｄ．インターネット
（メールは除きます）

2010 年 26.6 9.6 9.9 8.3 43.8 1.8

∧ ∨ ∨ ∨ ∧

2015 年 38.1 9.3 8.2 5.3 36.3 2.7

Ｅ．ビデオ・DVD
などの
映像ソフト

2010 年 3.1 5.1 12.6 31.4 46.1 1.7

∨ ∧

2015 年 3.9 4.1 9.5 29.0 51.1 2.4

Ｆ．CD などの
音楽ソフト

2010 年 19.4 9.2 13.4 17.4 38.8 1.8

∨ ∨ ∧

2015 年 15.6 8.0 10.8 17.6 45.4 2.6

Ｇ．新聞

2010 年 67.7 6.6 5.5 4.2 15.3 0.8

∨ ∧

2015 年 58.2 6.6 5.9 5.1 23.1 1.1

Ｈ．雑誌

2010 年 5.6 8.2 20.7 33.8 30.3 1.4

∨ ∧

2015 年 4.5 7.0 15.9 33.4 37.2 1.9

Ｉ．本

2010 年 12.4 9.4 16.0 29.6 31.0 1.7

∨ ∧

2015 年 11.3 10.2 15.6 25.3 35.7 1.9

Ｊ．マンガ

2010 年 3.2 4.6 8.3 13.5 68.9 1.5

2015 年 3.0 4.1 7.6 13.5 69.8 2.0
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－メディアの効用比較－
問 21　次の A ～Ｈにあげたことについて，あなたにとって，いちばん役に立っているものはどれでしょうか。（A ～Ｈまで，○はそれぞれ1つずつ）

－欠かせないメディア－
問 22　A. 次の中で，あなたにとってどうしても欠かせないもの

はどれですか。いろいろなことを考えあわせて，ひとつだけ
選ぶとしたらどれでしょうか。（○は 1 つ）

 2010 年 2015 年
 1. テレビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥54.5 ＞ 49.5 ％
 2. ラジオ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.6  4.1
 3. インターネット
  （メールは除きます） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥14.2 ＜ 23.1
 4. ビデオ・DVD などの映像ソフト ‥‥‥‥ 1.4  1.0
 5. CD などの音楽ソフト ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.8  2.9
 6. 新聞 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥13.6 ＞ 11.0
 7. 雑誌 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.5  0.4
 8. 本 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.9  5.3
 9. この中にはない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.2 ＞ 2.3
 10. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.3  0.4
 

問 22　B. では，もうひとつ選ぶとしたらどれでしょうか。
（○は 1 つ）

 2010 年 2015 年
 1. テレビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥22.1 ＜ 26.1 ％
 2. ラジオ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7.5  6.7
 3. インターネット
  （メールは除きます） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥13.8 ＜ 16.6
 4. ビデオ・DVD などの映像ソフト ‥‥‥‥ 4.2  3.7
 5. CD などの音楽ソフト ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5.8  4.9
 6. 新聞 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥27.0 ＞ 23.4
 7. 雑誌 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.4 ＞ 2.3
 8. 本 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 6.8  7.2
 9. この中にはない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7.2  6.9
 10. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2.2  2.3

（％）

テ
レ
ビ

ラ
ジ
オ

（
メ
ー
ル
は
除
き
ま
す
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

映
像
ソ
フ
ト

ビ
デ
オ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の

音
楽
ソ
フ
ト

Ｃ
Ｄ
な
ど
の

新
聞

雑
誌

本 こ
の
中
に
は
な
い

無
回
答

Ａ．世の中の出来事や動きを
知るうえで

2010 年 70.9 3.1 9.2 0.0 0.0 15.3 0.2 0.2 0.7 0.4
∨ ∧

2015 年 64.5 2.9 16.5 0.1 0.1 13.8 0.1 0.2 1.0 0.7

Ｂ．感動したり，楽しむうえで
2010 年 62.7 2.4 2.4 11.8 2.9 2.3 0.9 9.8 3.7 1.1

∨ ∧ ∧
2015 年 59.5 1.8 4.8 11.8 2.9 2.0 1.0 10.0 4.3 2.0

Ｃ．教養を身につけるうえで
2010 年 31.1 1.3 6.3 0.5 0.3 16.3 4.3 32.3 5.9 1.6

∨ ∧ ∧
2015 年 28.5 1.4 9.3 0.8 0.1 15.4 4.1 31.9 5.9 2.4

Ｄ．生活や趣味に関する情報を
得るうえで

2010 年 34.6 2.1 23.5 0.6 0.3 9.5 17.3 7.3 3.4 1.3
∧ ∨ ∧

2015 年 35.1 1.5 29.6 0.4 0.4 8.1 12.2 7.0 3.5 2.2

Ｅ．政治や社会の問題について
考えるうえで

2010 年 57.0 1.6 5.2 0.1 0.1 31.0 0.6 1.3 2.1 1.1
∧ ∨ ∧

2015 年 54.8 1.4 9.3 0.1 0.2 27.7 0.9 1.3 2.5 1.8

Ｆ．疲れを休めたり，くつろぐ
うえで

2010 年 41.4 4.6 2.3 6.9 22.2 1.5 3.0 5.2 11.9 1.0
∧ ∨

2015 年 39.9 5.0 5.1 6.1 19.9 1.6 2.7 5.0 13.1 1.6

Ｇ．人とのつきあいを深めたり，
広げたりするうえで

2010 年 42.7 1.7 10.6 0.9 1.2 10.0 2.6 3.9 25.2 1.3
∨ ∧ ∧

2015 年 37.7 1.8 16.7 0.9 0.9 9.1 2.5 3.8 24.5 2.1

Ｈ．生活習慣やリズムをつくる
うえで

2010 年 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

2015 年 51.1 6.0 4.6 0.4 2.0 7.5 0.8 1.6 23.7 2.2

AUGUST 2015
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－メディア特性比較－
問 23　あなたがニュースや情報を知る場合について，おたずね

します。次の A ～Ｇにあげたことについて，もっともあては
まるものに○をつけてください。（A ～Ｇまで，○はそれぞれ
1 つずつ）

－情報観－
問 24　あなたの情報についてのお考えをおたずねします。次の

A ～ E にあげたことそれぞれについて，1 つずつ○をつけて
ください。（A ～ E まで，○はそれぞれ 1 つずつ）

－録画再生行動－
問 25　テレビ番組の録画・再生についてうかがいます。あなた

は，次の A ～Ｆにあげたようなことをすることがありますか。
それぞれについて，1 つずつ○をつけてください。（A ～Ｆまで，
○はそれぞれ 1 つずつ）

－動画視聴頻度－
問 26　あなたは，インターネットで「動画」を見ることがどの

くらいありますか。（○は 1 つ）
 2010 年 2015 年
 1. 毎日のように ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5.2 ＜ 10.9 ％
 2. 週に 3 ～ 4 日ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 5.0 ＜ 9.3
 3. 週に 1 ～ 2 日ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9.6 ＜ 14.9
 4. 月に 1 ～ 2 日ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9.1  10.0
 5. 年に数日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.9  5.0
 6. ほとんど，まったく見ない ‥‥‥‥‥‥62.8 ＞ 47.9
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.4 ＞ 2.0

－テレビ番組の動画－
問 27　〔問 26 で「1 ～ 5」の人に〕

あなたは，インターネットで「テレビ番組の動画」を見るこ
とがどのくらいありますか。（○は 1 つ）
※「テレビ番組の動画」は，番組そのものや，番組の一部

を一般の人が加工したものなども含みます。
 2015 年
 1. 毎日のように ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5.5 ％
 2. 週に 3 ～ 4 日ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥8.0
 3. 週に 1 ～ 2 日ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 15.3
 4. 月に 1 ～ 2 日ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 18.6
 5. 年に数日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 16.2
 6. ほとんど，まったく見ない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 36.5
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥0.0

分母＝ 1,223人（2015年）

（％）

テ
レ
ビ

ラ
ジ
オ

（
メ
ー
ル
は
除
き
ま
す
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

新
聞

雑
誌

こ
の
中
に
は
な
い

無
回
答

Ａ．いちばん早く
伝わると思う
のは

2010 年 75.2 6.8 15.5 1.4 0.1 0.4 0.5
∨ ∧

2015 年 65.2 6.5 25.1 1.5 0.1 0.8 0.7

Ｂ．いちばん理解
しやすいのは

2010 年 69.1 1.8 7.8 18.0 0.8 1.2 1.2
∧ ∨

2015 年 67.7 2.0 12.0 14.4 0.5 1.8 1.6

Ｃ．いちばん詳し
く知ることが
できるのは

2010 年 34.7 0.8 23.6 35.5 2.1 1.8 1.4
∧ ∨

2015 年 35.3 1.1 28.5 29.9 1.6 2.1 1.6
Ｄ．知りたいこと

だけ，いちば
ん探しやすい
のは

2010 年 14.4 0.4 54.2 21.8 4.1 3.5 1.7
∧ ∨ ∨

2015 年 14.2 0.8 58.9 18.1 2.8 3.2 1.9

Ｅ．いちばん信頼
できるのは

2010 年 37.0 1.6 5.3 35.5 0.7 18.0 1.9
∧ ∨

2015 年 38.9 2.2 7.2 29.7 0.6 18.9 2.5
Ｆ．ふだん関心の

ないことでも，
こんなことも
あるのかと気
がつくのは

2010 年 50.7 3.9 14.7 20.0 7.0 2.5 1.2

∧ ∨

2015 年 50.0 4.4 19.5 16.5 5.8 2.4 1.4

Ｇ．いちばん多く
の人に伝わる
と思うのは

2010 年 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

2015 年 76.4 3.1 12.9 4.8 0.2 1.5 1.2

（％）

そ
う
思
う

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

Ａ．どんな情報でもまず
疑ってかかるほうだ 2015 年 10.9 33.1 40.0 14.9 1.2

Ｂ．必要な情報は自分で
選びたい 2015 年 40.0 45.2 9.8 4.1 0.9

Ｃ．さまざまなメディアの
情報を見比べるほうだ 2015 年 18.6 40.3 27.1 12.7 1.4

Ｄ．不確かなものが混じって
いても、情報は多い
ほうがよい 

2015 年 14.4 26.0 35.6 22.7 1.2

Ｅ．多くの情報の中から信頼
できるものをより分ける
ことができるほうだ

2015 年 12.2 49.0 27.9 9.5 1.4

（％）

よ
く
あ
る

と
き
ど
き
あ
る

あ
ま
り
な
い

ま
っ
た
く
な
い

無
回
答

Ａ．気になった番組を
とりあえず録画する

2010 年 18.5 24.0 17.9 38.8 0.8
∧ ∨ ∨

2015 年 29.3 23.5 13.1 33.0 1.0

Ｂ．リアルタイム（放送と同時）
で見られる番組でも，録画
して都合のいい時に見る

2010 年 12.3 17.1 21.7 47.6 1.3
∧ ∧ ∨ ∨

2015 年 20.1 21.1 19.1 38.3 1.4

Ｃ．録画した番組を，
早送りして見たい
ところだけ見る

2010 年 12.5 19.6 20.0 46.5 1.4
∧ ∧ ∨

2015 年 14.6 22.6 21.1 40.2 1.5

Ｄ．じっくり見たい番組は，
録画してから見る

2010 年 18.0 18.6 19.5 42.6 1.3
∧ ∧ ∨ ∨

2015 年 25.3 21.9 16.4 34.9 1.6

Ｅ．保存しておくために
番組を録画する

2010 年 ─ ─ ─ ─ ─

2015 年 17.3 18.8 20.6 41.9 1.5

Ｆ．再生するときに，ほかの
ことをしながら見る

2010 年 ─ ─ ─ ─ ─

2015 年 9.0 21.6 25.6 42.4 1.4
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－動画視聴行動・意識－
問 28　〔問 27 で「1 ～ 6」の人に〕

あなたは，インターネットで「動画」を見るときに，次のよ
うなことがありますか。A ～ E のそれぞれについて，1 つず
つ○をつけてください。（A ～ E まで，○はそれぞれ 1 つずつ）

分母＝ 917人（2010年）1,223人（2015年）

－SNS利用頻度－
問 29　あなたは，インターネットでLINE，Twitter，Facebook

などの SNS（ソーシャルネットワーキングサービス）を利用
することがどのくらいありますか。（○は 1 つ）

 2015 年
 1. 毎日のように ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 27.6 ％
 2. 週に 3 ～ 4 日ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥6.0
 3. 週に 1 ～ 2 日ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥3.9
 4. 月に 1 ～ 2 日ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.3
 5. 年に数日くらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥1.1
 6. ほとんど，まったく利用しない ‥‥‥‥‥‥‥ 57.1
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥2.1

－SNS利用行動・意識－
問 30　〔問 29 で「1 ～ 5」の人に〕

あなたは，インターネットで SNS を利用するとき，次のよ
うなことがありますか。A ～ D のそれぞれについて，1 つず
つ○をつけてください。（A ～ D まで，○はそれぞれ 1 つずつ）

分母＝ 996人（2015年）

－余暇時間量－
問 31　休日を除くふだんの日に，あなたが，自分で自由に使え

る余暇時間は，1 日に何時間ぐらいでしょうか。（○は 1 つ）
 2010 年 2015 年
 1. 30 分ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.7  2.0 ％
 2. 1 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 8.1  8.4
 3. 2 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥16.8  17.6
 4. 3 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥19.0  18.3
 5. 4 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥14.4 ＞ 12.1
 6. 5 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12.1  11.2
 7. 6 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7.7  6.8
 8. 7 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.0  2.7
 9. 8 時間ぐらい ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 4.0  5.0
 10. 9 時間以上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9.7 ＜ 11.5
 11. ほとんどない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 3.2  3.6
 12. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.3  0.6

－在宅・外出傾向－
問 32　あなたは，休みの日など，自分で自由に使える時間に，

家で過ごすのが好きなほうですか。それとも外に出かけるの
が好きなほうですか。（○は 1 つ）

 2010 年 2015 年
 1. 家で過ごすのが好きなほう ‥‥‥‥‥‥20.3  21.6 ％
 2. どちらかといえば，
  家で過ごすのが好きなほう ‥‥‥‥‥‥35.6  34.6
 3. どちらかといえば，
  外に出かけるのが好きなほう ‥‥‥‥‥32.2  32.6
 4. 外に出かけるのが好きなほう ‥‥‥‥‥11.6  10.9
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.3  0.3

（％）

よ
く
あ
る

と
き
ど
き
あ
る

あ
ま
り
な
い

ま
っ
た
く
な
い

無
回
答

Ａ．テレビよりインターネット
の動画のほうが
面白いと思う

2010 年 16.2 39.6 35.6 8.4 0.2

∧ ∧

2015 年 15.0 38.0 33.5 12.4 1.1

Ｂ．時間があるときは，
テレビよりも動画の
ほうを見る

2010 年 14.9 18.8 47.9 18.1 0.3

∨ ∧

2015 年 14.0 19.6 43.3 22.1 1.0

Ｃ．見逃したテレビ番組を
動画サイトで見る

2010 年 12.8 27.6 29.9 29.6 0.2

∨ ∧ ∧

2015 年 9.6 24.0 28.9 36.5 1.0

Ｄ．テレビ番組の見たい
一部分だけを
動画サイトで見る

2010 年 ─ ─ ─ ─ ─

2015 年 6.1 18.6 30.4 44.0 0.9

Ｅ．一つの動画をきっかけに
関連する動画を次々と
見る

2010 年 ─ ─ ─ ─ ─

2015 年 18.2 34.1 25.4 21.6 0.7

（％）

よ
く
あ
る

と
き
ど
き
あ
る

あ
ま
り
な
い

ま
っ
た
く
な
い

無
回
答

Ａ．テレビ番組の内容や感想
について，書き込みを読む 2015 年 4.5 14.1 25.2 56.0 0.2

Ｂ．テレビ番組の内容や感想
について書き込む 2015 年 1.4 7.3 21.2 69.9 0.2

Ｃ．テレビ番組を話題にして
盛り上がる 2015 年 4.5 14.1 26.1 55.0 0.3

Ｄ．テレビを見ながらＳＮＳを
利用していると，テレビ
がより楽しく見られる

2015 年 3.8 8.6 24.7 62.7 0.2
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－性格・価値観－
問 33　あなたご自身のことについておたずねします。次の A ～

Ｉにあげたことそれぞれについて，1 つずつ○をつけてくだ
さい。（A ～Ｉまで，○はそれぞれ 1 つずつ）

－テレビの影響・個人・今の大きさ－
問 34　あなた自身のものの考え方や行動に，テレビは，どの程

度影響を与えていると思いますか。（○は 1 つ）
 2010 年 2015 年
 1. 非常に影響を与えている ‥‥‥‥‥‥‥ 8.7  7.4 ％
 2. ある程度影響を与えている ‥‥‥‥‥‥52.5  53.8
 3. あまり影響を与えていない ‥‥‥‥‥‥31.8  30.8
 4. まったく影響を与えていない ‥‥‥‥‥ 6.5  7.6
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.4  0.4

－社会意識－
問 35　あなたの今の生き方は，次の 4 つのうちどれに近いです

か。あてはまるものがないという方も，できるだけ近いもの
に 1 つだけ○をつけてください。（○は 1 つ）

 2010 年 2015 年
 1. 社会のために必要なことを考え，
  みんなと力を合わせ，世の中を
  よくするように心がけている ‥‥‥‥‥ 5.3  5.3 ％
 2. 自分の生活とのかかわりの範囲で
  自分なりに考え，身近なところから
  世の中をよくするように心がけている ‥41.0  40.5
 3. 決められたことには従い，世間に迷惑を
  かけないように心がけている ‥‥‥‥‥45.5  46.3
 4. 自分の家族の生活を充実させることを
  第一に考え，世間のことには
  かかわらないように心がけている ‥‥‥ 7.6  7.2
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.6  0.7

－生活満足度－
問 36　あなたは，あなたご自身の今の生活に，全体としてどの

程度満足していますか。（○は 1 つ）
 2010 年 2015 年
 1. とても満足している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 9.8  10.6 ％
 2. まあ満足している ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥63.9  65.8
 3. あまり満足していない ‥‥‥‥‥‥‥‥21.9 ＞ 19.4
 4. まったく満足していない ‥‥‥‥‥‥‥ 3.8  3.9
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.5  0.3

－テレビ台数－
問 37　あなたのお宅には，テレビが全部で何台ありますか。

（ワンセグ機器やパソコンテレビは除いてお答えください）
（○は 1 つ）

 2010 年 2015 年
 1. 1 台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥24.7 ＜ 30.2 ％
 2. 2 台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥32.4  32.4
 3. 3 台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥22.1  20.4
 4. 4 台 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥12.1 ＞ 8.6
 5. 5 台以上 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7.0 ＞ 5.5
 6. テレビはない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.4 ＜ 2.5
 7. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.2  0.4

－利用機器・サービス－
問 38　次の中で，あなたご自身が利用しているものやサービス

がありましたら，いくつでも○をつけてください。ただし，
仕事や授業での利用は含みません。（○はいくつでも）

 2010 年 2015 年
 1. 衛星放送 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥29.2  30.4 ％
 2. CS 放送 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7.8  7.5
 3. CATV（ケーブルテレビ） ‥‥‥‥‥‥‥22.7  22.1
 4. 4 Ｋテレビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ -  0.7
 5. 自分専用のテレビ ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥30.6 ＞ 26.0
 6. ワンセグが見られる機器 ‥‥‥‥‥‥‥20.6 ＞ 13.5

（％）

そ
う
思
う

そ
う
思
う

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

そ
う
思
わ
な
い

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
，

そ
う
思
わ
な
い

無
回
答

Ａ．欲しいものは，納得が
いくまで探すほうだ

2010 年 21.9 40.7 24.2 12.3 1.0

2015 年 20.3 41.5 25.9 11.4 0.9

Ｂ．欲しいものはすぐ手に
入らないと気がすまない
ほうだ

2010 年 8.7 25.6 36.6 28.0 1.0

∧

2015 年 7.5 23.5 39.3 28.9 0.9

Ｃ．時間を有効に使わないと，
とても損をした
気分になる

2010 年 19.0 35.4 29.7 14.8 1.1

∨

2015 年 16.3 36.3 31.4 15.2 0.8

Ｄ．話題になっていることは
なんでも知っておきたい

2010 年 9.9 36.9 36.9 15.4 0.9

∨ ∧

2015 年 9.3 33.4 39.6 16.9 0.9

Ｅ．向上心が強いほうだ

2010 年 12.4 40.6 33.8 11.9 1.2

2015 年 10.8 40.2 36.0 11.9 1.1

Ｆ．実現させたい生活の
イメージを，明確に
持っている

2010 年 10.6 38.4 37.6 12.2 1.2

∧

2015 年 9.0 36.5 40.5 12.7 1.3

Ｇ．自分の考えや感じたこと
を人に知ってもらいたい

2010 年 7.5 35.0 41.0 15.2 1.2

∨ ∨ ∧

2015 年 6.1 30.5 46.1 16.3 1.1

Ｈ．友人や知人など，
人とのつきあいは
広いほうだ

2010 年 12.0 34.2 39.8 13.1 0.8

∨ ∧

2015 年 11.1 30.5 42.6 14.8 0.9

Ｉ．ひとりでいる時も，
メールやインターネットで
人とつながっていたい

2010 年 3.0 9.9 33.2 52.6 1.3

2015 年 2.7 10.4 32.8 52.9 1.2
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サンプル構成

 7. DVD やブルーレイディスク・
  HDD（ハードディスク）
  などのデジタル録画再生機 ‥‥‥‥‥‥48.5 ＜ 56.1
 8. ビデオテープ録画再生機 ‥‥‥‥‥‥‥33.9 ＞ 17.2
 9. パソコン ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ -  53.9
 10. タブレット端末（iPad など） ‥‥‥‥‥‥ -  17.2
 11. スマートフォン ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ -  45.5
 12. 携帯電話・PHS
  （スマートフォン以外） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥ -  38.5
 13. 携帯型デジタル音楽プレーヤー
  （iPod など） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥16.9 ＞ 13.4
 14. テレビゲーム機
  （Wii，プレイステーション3 など） ‥‥‥23.8 ＞ 16.8
 15. 携帯型ゲーム機
  （PSP，ニンテンドー DSなど） ‥‥‥‥22.4 ＞ 14.3
 16. どれも利用していない ‥‥‥‥‥‥‥‥ 6.9  6.2
 17. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.7  0.9

－性別－		問 39　（省略）

－生年－		問 40　（省略）

－家族構成－
問 41　あなたの家族構成は次のように分けると，どれにあたり

ますか。（○は 1 つ）
 2010 年 2015 年
 1. 1 人暮らし ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 7.5 ＜ 9.2 ％
 2. 夫婦 2人暮らし ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥22.9  21.5
 3. 2 世代家族（子ども＋親） ‥‥‥‥‥‥‥53.4  54.6
 4. 3 世代家族（子ども＋親＋祖父，祖母） ‥13.3  11.9
 5. その他（具体的に） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2.4  2.0
 6. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.5  0.7

－子どもの年齢－
問 42　あなたには，お子さんがいますか。次のように分けると

どれにあたりますか。2 人以上いる場合には，いちばん下の
お子さんのことをお答えください。（○は 1 つ）

 2010 年 2015 年
 1. 小学生以下の子どもがいる ‥‥‥‥‥‥16.8  14.9 ％
 2. 中学生または高校生の子どもがいる ‥‥ 7.3  7.6
 3. 上記以外の子どもがいる ‥‥‥‥‥‥‥43.2  44.7
 4. 子どもはいない ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥31.1  30.7
 5. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.5  2.1
 
－学歴－
問 43　あなたが，最後に卒業された学校を次の中から 1 つだけ

○をつけてください。（在学中の方は，現在通っている学校を
お答えください）（○は 1 つ）

〈卒業〉
 2010 年 2015 年
 1. 中学校 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥15.9  14.1 ％
 2. 高等学校 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥41.4  39.5
 3. 高等専門学校・短期大学 ‥‥‥‥‥‥‥17.0  17.9
 4. 大学・大学院 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥18.5 ＜ 21.8

〈在学中〉
 2010 年 2015 年
 5. 高等学校
  ・高等専門学校（1 ～ 3 年生） ‥‥‥‥‥ 3.1  2.8 ％
 6. 高等専門学校（4，5 年生），
  短期大学，大学 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 2.2  2.4
 7. 大学院 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.1  0.1
 8. その他（具体的に） ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 0.1  0.1
 9. 無回答 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 1.7  1.2

－職業－　問 44　（省略）

全体
性 男の年層 女の年層

男 女 16 ～
29 歳 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上
16 ～
29 歳 30 代 40 代 50 代 60 代 70 歳

以上

2010年
2,710 人 1,280 1,430 214 236 213 192 236 189 218 222 232 234 279 245
100.0% 47.2 52.8 7.9 8.7 7.9 7.1 8.7 7.0 8.0 8.2 8.6 8.6 10.3 9.0

2015年
2,442 人 1,154 1,288 151 139 223 187 224 230 171 160 250 235 226 246
100.0% 47.3 52.7 6.2 5.7 9.1 7.7 9.2 9.4 7.0 6.6 10.2 9.6 9.3 10.1

職業 都市規模

農林
漁業者

自営
業者

販売・
サービス

職
技能・
作業職

事務・
技術職

経営者
管理職

専門職
自由業

他
主婦 生徒

学生 無職 無回答 東京圏 大阪圏
30 万
以上
の市

10 万
以上
の市

5 万
以上の
市町村

5 万
未満の
市町村

2010年
71 207 246 326 458 103 99 572 170 439 19 602 277 529 439 378 485
2.6 7.6 9.1 12.0 16.9 3.8 3.7 21.1 6.3 16.2 0.7 22.2 10.2 19.5 16.2 13.9 17.9

2015年
44 169 263 306 401 92 79 489 138 443 18 583 282 488 443 286 360
1.8 6.9 10.8 12.5 16.4 3.8 3.2 20.0 5.7 18.1 0.7 23.9 11.5 20.0 18.1 11.7 14.7

東京圏，大阪圏：旧都庁（大阪圏の場合は大阪市役所）から 50 キロ圏内，かつ，第３次
就業人口構成比 50％以上の市区町村，及びそれに囲まれた地域
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